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た
な
門
出
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出
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出
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出
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た
な
門
出

新
た
な
門
出

新
た
な
門
出

新
た
な
門
出

山口  裕司   さん（平沢）
皆そんなに　変わっていな
くて安心し　ました。
これからも　よろしく。
（写真右）

平成３１年  大多喜町
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新成人に聞きました！ はたちのメッセージ

小林　颯太 さん（大戸）
今までありがとうございました。
大多喜町を忘れずに、これからも頑張
ります。（写真右）

磯野　真穂 さん（三又）
ここまで育ててくださった町に恩返し
ができるような素敵な人間になれるよ
うに頑張ります！
（写真右から２番目）

磯野　亮哉 さん（横山）
豊かな自然。優しい人。
大多喜町が大好きです。
（写真左）

河野　志保 さん（船子）
大多喜の星が好きです！私
は今年の４月から大多喜を
離れます。でも大多喜が大
好きです！
（写真左から２番目）

須金　乃愛 さん（小土呂）
大多喜町大好きです！！
ちゃんとした大人になれるよ
うにがんばります。（写真右）

君塚　昇太 さん（弥喜用）
これからもひたすら仕事を
がんばっていきたいです。
（写真左）

齋藤　隆昌 さん（湯倉）
大多喜町は自分の個性を伸ばせる
場所です。（写真中央）

山口  裕司   さん（平沢）
皆そんなに　変わっていな
くて安心し　ました。
これからも　よろしく。
（写真右）

岩瀬　日菜子 さん（久我原）
新成人として責任をもって行動していき
たいです。ここまで見守ってくれた両親
に何かしらの形で感謝の気持ちを伝えた
いです！！（写真左）

飯島　空 さん（中野）
今年就職なので仕事頑張ります！
大多喜のすんだ空気とのんびりし
た所が好きです。（写真左）

佐久間　嶺 さん（板谷）
大学生活を楽しむ！（写真左から２番目）

髙橋　真洋 さん（小内）
大多喜は星がめちゃくちゃ
キレイに見えるところが好
き！！感動！
好きなことを職にするため
勉強をがんばっています。
（写真右から２番目）

野中　咲希 さん（川畑）
大多喜の自然が好き！
パリが似合う女になる。
（写真右）
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マ
イ
レ
ー
ル
123

吉
野
三
次
さ
ん
に

　
　い
す
み
鉄
道
か
ら
感
謝
状

　

12
月
7
日
、
い
す
み
鉄
道
の
古
竹
孝
一
社
長
か
ら

吉
野
三
次
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
鉄
道
沿
線
の
地
域

お
こ
し
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
乗
車
促
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
社
長
公
募
と
し
て
3
代
目 

い
す

み
鉄
道
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
古
竹
孝
一

と
申
し
ま
す
。

　

子
供
が
大
学
生
に
な
り
、
妻
と
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
考
え
て
い
た
私
の
誕
生
日
に

社
長
公
募
が
あ
り
運
命
を
感
じ
応
募
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
学
、
大
学
院
時
代
は
千
葉
県
に
在
住

し
、
交
通
計
画
を
専
攻
、
当
時
は
駅
前
広

場
再
開
発
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
国
の
郷
土
に
戻
り
ま
し
て
、

タ
ク
シ
ー
会
社
等
の
経
営
に
携
わ
り
、
15

年
間
代
表
取
締
役
を
務
め
ま
し
た
が
、
縁

あ
り
20
年
ぶ
り
に
千
葉
県
に
戻
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

社
長
就
任
か
ら
約
３
か
月
が
経
ち
、
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
の
強
み
、
弱
み
、
ま
た
第

三
セ
ク
タ
ー
の
良
さ
、
難
し
さ
も
少
し
ず

つ
理
解
し
て
い
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

就
任
冒
頭
で
申
し
上
げ
た
の
は
、
基
本

的
に
「
チ
ー
ム
千
葉
」
、
「
チ
ー
ム
い
す

み
鉄
道
」
と
い
う
形
で
進
め
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
、
１
つ
だ
け
感
じ

て
い
る
事
は
、
日
本
全
体
が
人
口
減
少
の

い
す
み
鉄
道
社
長  

ご
挨
拶

中
、
も
し
か
し
た
ら
ロ
ー
カ
ル
線
は
、
公

共
交
通
と
い
う
役
割
か
ら
公
共
交
流
と
し

て
の
役
割
に
し
な
い
と
、
残
れ
な
い
の
で

は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
い
す
み
鉄
道

は
地
域
の
方
々
の
御
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
存
続
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
夷
隅
の
地
域
を
支
え
る
人

た
ち
、
大
多
喜
町
、
い
す
み
市
、
商
工

会
、
ま
た
移
住
し
て
く
る
若
者
達
と
交
流

し
な
が
ら
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
新
し
い

交
通
の
あ
り
方
を
形
に
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
社
員
と
共
に
残
れ
る
ロ
ー
カ
ル

い
す
み
鉄
道
を
目
指
し
、
愛
あ
る
公
共
交

通
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
す
み
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　

 

　
　代
表
取
締
役
社
長

　
 

古
竹
孝
一
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　町では、経済的理由により高等学校や大学などへの修学が困難な方に奨学金の貸与を行います。希望
される方は、大多喜町教育委員会（☎82－3010）までお問い合わせください。

≪対象となる学校と貸与月額≫
○高等学校 月額15,000円
○中等教育学校
　後期課程 月額15,000円
○特別支援学校
　高等部 月額15,000円
○大学
　国立・公立 月額20,000円
　私立 月額30,000円
○高等専門学校
　1年～3年 月額15,000円
　4年～5年 月額20,000円
○専修学校
　高等課程 月額15,000円
　専門課程 月額20,000円

≪申請資格≫　次の事項にすべて該当する方
○上記の学校種別に該当する学校に在学または入学が決

まっている者
○町内に住所を有する者または申請者の生計を維持する者

が、町内に住所を有している者
○家族全体の所得額が一定の基準以下である者
≪貸与期間≫
　正規の修学期間が終了する月まで
≪返済方法≫
　卒業後１１年以内（無利子）
≪申請期間≫
　３月１日(金)～３月２０日(水)
　※土・日を除きます。
≪予定人員≫
　３人程度
≪選考結果通知時期≫
　４月上旬　

　農業者年金は、農業者のための公的年金です。２０歳以上６０歳未満の人で、農業に年間６０日以上
従事しており、国民年金の第１号被保険者であれば加入できます。保険料額は月額２万円から６万７千
円の間で千円単位で自由に決定することができます。
　農業者年金は、自ら積み立てた保険料と運用実績により将来受け取る年金額が決まる「積み立て方
式」の年金であり、加入者や受給者の数に影響されない安定した年金制度です。
　一定の要件を満たす担い手には、国からの保険料補助があります。また、支払った保険料の全額が
「社会保険料控除」の対象になるなど、農業者だけが利用できる有利な制度となっています。
　詳しい制度内容や加入方法については農業委員会またはお近くのJAにご相談ください。

問合せ　大多喜町農業委員会　☎82－2176

　大人の仲間入りをする皆さまに知っていただきたいことがあります。国民年金は、年をとった
時、病気やケガなどいざという時の生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組
みです。20歳以上60歳未満の日本国内にお住まいの方は、国民年金に加入することが義務付けら
れています。
　これから未来へと進む皆さまに、生涯寄り添う年金。20歳になっ
たら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

○問合せ　千葉年金事務所　　　　☎043－242－6320
　　　　　役場　税務住民課　保険年金係　☎ 82－2122(内線251)

平成３１年度大多喜町奨学金貸与のご案内

農業者年金は、農業者だけが加入できる有利な制度です

ご成人おめでとうございます！
　　　20歳の国民年金　加入のご案内

みんなの年金
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平
成
30
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
と
町
・
県
民
税
（
住
民

税
）
の
申
告
期
間
は
、
2
月
18
日
か
ら
3
月

15
日
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
は
行
い
ま
せ

ん
。）

　

3
月
に
入
り
ま
す
と
税
務
署
や
役
場
の
申

告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

《
確
定
申
告（
所
得
税
の
申
告
）》

　確
定
申
告
の
相
談
と
受
付
は
茂
原
税
務
署

及
び
役
場
特
設
会
場
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
会
場
で
は
税
理
士
に
よ
る
無

料
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎税理士による無料申告相談
月　日 会　場 時　間

2月8日（金） 勝浦市役所 9:00～
16:00

[相談受付は
15:00まで]

2月13日（水） いすみ市役所
（大原庁舎）

2月 7日（木）

～

2月15日(金)
[土曜、日曜は

除く]

茂原税務署
(2階会議室)

9:00～
16:00

[相談受付は
15:00まで]

税
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
が
来
ま
し
た

○
確
定
申
告
が
必
要
な
人
は
？

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
主
な
人
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
茂
原

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
給
与
を
2
か
所
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

②
給
与
と
年
金
の
両
方
を
一
定
額

以
上
も
ら
っ
て
い
る
人

③
会
社
の
年
末
調
整
の
内
容
に
誤

り
が
あ
っ
た
人

④
農
業
、
営
業
、
不
動
産
、
土
地

の
売
買
な
ど
の
収
入
が
一
定
額

以
上
あ
っ
た
人

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
納

め
過
ぎ
た
税
金
が
還
付
さ
れ
る
主

な
人
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

①
会
社
の
年
末
調
整
を
受
け
た
人

で
、
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控

除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
雑
損

控
除
な
ど
の
適
用
に
該
当
す
る

人
②
会
社
の
年
末
調
整
を
受
け
た
人

で
、
扶
養
控
除
、
生
命
保
険
料

控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

に
も
れ
が
あ
っ
た
人

③
源
泉
徴
収
税
額
が
あ
り
、
本
来

の
税
額
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る

人

○
申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

　

申
告
相
談
す
る
方
、
申
告
書
提
出
の

み
の
方
も
、
次
の
書
類
を
申
告
会
場
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
者
の
印
鑑

②
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
そ
の
内
容

が
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

・
給
与
／
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

・
営
業
／
農
業
／
不
動
産
の
事
業
所
得

収
支
内
訳
書
（
領
収
書
等
を
整
理
し

て
、
申
告
前
に
下
書
き
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
）

・
配
当
／
一
時
／
雑
所
得
は
、
そ
の
所

得
内
容
を
証
明
す
る
書
類

③
前
年
中
の
所
得
控
除
額
が
明
ら
か
に

で
き
る
書
類

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険

料
、
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
個
人

年
金
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、

地
震
保
険
料
等
の
支
払
い
の
あ
る
人

は
、
控
除
証
明
書
若
し
く
は
領
収
書

④
障
害
者
手
帳
又
は
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
（
認
定
書
は
介
護
認
定
者

の
申
請
に
よ
り
、
役
場
の
健
康
福
祉

課
が
発
行
し
ま
す
）

⑤
申
告
者
名
義
の
口
座
が
確
認
で
き
る

も
の
（
申
告
で
還
付
と
な
っ
た
場
合

に
振
込
み
先
の
口
座
番
号
が
必
要
に

な
り
ま
す
）

⑥
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
本
人
確
認
書

類
の
原
本
又
は
写
し

※
こ
の
他
に
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
の
ハ

ガ
キ
や
、
前
年
の
確
定
申
告
書
控
え

な
ど
が
あ
る
と
、
申
告
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

○
自
分
の
申
告
書
は
自
分
で
完
成
！

　

税
務
署
と
役
場
で
は
、
確
定
申
告
書

を
ご
自
分
で
正
し
く
作
成
し
て
い
た
だ

く
「
自
書
申
告
」
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。

 

「
申
告
書
の
書
き
方
」
や
前
年
分
の

申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え
な
ど
を
参
考

に
自
分
で
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ

ば
、
税
務
署
や
町
の
申
告
相
談
窓
口
に

出
向
く
こ
と
な
く
簡
単
に
申
告
書
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

待
ち
時
間
ゼ
ロ
の
申
告
書
提
出
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

○
申
告
も
納
税
も
パ
ソ
コ
ン
で

　

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
電
子
申
告
は
、
24
時
間
提
出
が

可
能
で
あ
っ
た
り
、
添
付
書
類
の
提
出

が
省
略
で
き
る
な
ど
便
利
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
e-

Ｔａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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 《
町・県
民
税（
住
民
税
）の
申
告

》

　

大
多
喜
町
で
は
「
公
平
な
課
税
」
及

び
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
資
格
確

認
」
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
、
確
定

申
告
書
を
提
出
し
な
い
18
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
に
町
・
県
民
税
申
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
や
主
婦
な
ど
で
収
入
が
な
い
方

で
も
、
そ
の
旨
を
町
・
県
民
税
申
告
書

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
・
県
民
税
申
告
書
は
2
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。

○
役
場
で
の
申
告
相
談

　

役
場
で
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
確
定
申
告
と
町
・
県
民
税
申
告
相

談
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
が
不
要
で
町
・
県

民
税
申
告
書
を
提
出
す
る
の
み
の
場
合

は
老
川
・
西
畑
の
各
出
張
所
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

◎
期
間
と
会
場

　

2
月
18
日(

月)

～
3
月
15
日(

金)　

大
多
喜
町
役
場　

中
庁
舎　

町
民
ロ

ビ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
土
曜
、
日
曜
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

受
付
時
間
は
8
時
45
分
～
16
時
ま
で  

 

（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

《
ト
ピ
ッ
ク
ス

》

○
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の

控
除
額
等
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

の
控
除
額
が
改
正
さ
れ
、
納
税
義
務

者
の
合
計
所
得
金
額
が
９
０
０
万
円

を
超
え
た
場
合
は
控
除
額
が
段
階
的

に
減
少
し
、
１
，０
０
０
万
円
を
超

え
る
方
は
、
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

②
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が

76
万
円
未
満
か
ら
１
２
３
万
円
以
下

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

※
改
正
後
の
控
除
額
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
多
喜
町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手

続
き
に
つ
い
て

　
　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
医
療

費
控
除
の
領
収
書
に
代
わ
り
、
医
療

費
の
明
細
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
5
年
間

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医

療
費
通
知
を
添
付
す
る
と
、
医
療
費

の
明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

 

（
医
療
費
通
知
と
は
、
医
療
保
険
者

が
発
行
す
る
医
療
費
の
額
等
を
通
知

す
る
書
類
で
、
健
康
保
険
組
合
等
が

発
行
す
る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
で
あ
り
、
次
の
6
項
目
が
記
載

さ
れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
①
被
保

険
者
の
氏
名
②
療
養
を
受
け
た
年
月

③
療
養
を
受
け
た
者
④
療
養
を
受
け

た
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
の
名
称
⑤

被
保
険
者
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
額

⑥
保
険
者
等
の
名
称
）

○
自
宅
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
設

備
に
よ
る
余
剰
電
力
の
売
却
収
入

　

余
剰
電
力
の
売
却
収
入
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る

場
合
や
、
他
に
事
業
所
得
が
あ
り
そ
の

付
随
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
よ
う
な

場
合
に
は
事
業
所
得
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
給
与
所
得
者
が
太
陽

光
発
電
設
備
を
家
事
用
資
産
と
し
て
使

用
し
て
、
そ
の
余
剰
電
力
を
売
却
し
て

い
る
よ
う
な
場
合
は
雑
所
得
に
該
当

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
確
定
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
譲
渡
所
得（
土
地
・
株
式
等
）の
あ

る
方

　

申
告
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
直
接
税

務
署
に
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。

○
青
色
申
告
の
方

 
「
申
告
書
の
書
き
方
」
や
前
年
分
の

申
告
書
・
決
算
書
の
控
え
な
ど
を
参
考

に
自
分
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

○
積
雪
・
台
風
な
ど
に
よ
り
家
屋
等

に
被
害
を
受
け
た
方

　

積
雪
等
に
よ
り
住
宅
家
屋
等
が
被
害

を
受
け
た
場
合
、
損
失
額
に
基
づ
い
て

計
算
し
た
金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
る
雑
損
控
除
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
必
要
で
す

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）
が
導
入
さ
れ
、
税
関
係

の
申
告
書
に
も
「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
の
記
載
」
及
び
「
本
人
確
認

書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
」
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

 【
本
人
確
認
書
類
（
①
又
は
②
の
い
ず

れ
か
）
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）

②
番
号
確
認
書
類
＋
身
元
確
認
書
類

※
番
号
確
認
書
類
・
・
・
通
知
カ
ー

ド
、
住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
な
ど

※
身
元
確
認
書
類
・
・
・
運
転
免
許

証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

問
合
せ

　茂
原
税
務
署

　

☎
０
４
７
５
―
22
―
２
１
６
６（
代
）

　

役
場　

税
務
住
民
課

　

☎
82
―
２
１
２
２（
直
通
）
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区　分 26年
計画前年A

27年
1年目

28年
2年目

29年
3年目

30年
4年目

31年
目標職員数B

一 般 行 政

減　員 △ 7
（B－A=△3）

128
増　員
差　引 0 0 △ 7 0
職員数 131 131 131 124 124

特 別 行 政

減　員 △ 1
（B－A=0）

20
増　員 1
差　引 0 0 1 △ 1
職員数 20 20 20 21 20

公 営 企 業 等 会 計

減　員 △ 2 △ 4
（B－A=△3）

33
増　員 1
差　引 △ 2 △ 4 1 0
職員数 36 34 32 33 33

計

減　員 △ 2 △ 4 △ 7 △ 1
（B－A=△6）

181
増　員 2
差　引 △ 2 △ 4 △ 5 △ 1
職員数 187 185 183 178 177

区　分 給料月額等 期末手当

給　料

町　長

副町長

教育長

(684,900)円
761,000円

(553,500)円
615,000円

(482,400)円
536,000円

　6月期　2.125月分
12月期　2.275月分

計  　4.40月分

報　酬
議　長
副議長
議　員

280,000円
234,000円
209,000円

　6月期　1.50月分
12月期　1.75月分

計　3.25月分

区　　分
職　　員　　数 対前年増減数

平成30年度の主な増減理由
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H30 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

一

般

行

政

部

門

議　　会 3 3 2 2 0 0 △ 1 0

総務企画の増は地域公共交通対策、空き家対
策、人口増対策業務増によるものです。
民生の増は高齢者福祉業務増によるものです。
衛生の減は短時間勤務職員での対応によるもの
です。

総務企画 31 32 32 33 1 1 0 1
税　　務 10 10 9 9 0 0 △ 1 0
民　　生 37 38 6 7 △ 2 1 △ 32 1
衛　　生 13 12 11 9 0 △ 1 △ 1 △ 2
農林水産 14 14 11 11 1 0 △ 3 0
商　　工 3 3 4 4 0 0 1 0
土　　木 9 8 10 10 △ 1 △ 1 2 0
小　　計 120 120 85 85 △ 1 0 △ 35 0

特別行政部門 教　　育 19 19 49 48 0 0 30 △ 1 教育の減は短時間勤務職員での対応によるものです。
小　　計 19 19 49 48 0 0 30 △ 1

公営企業等
会計部門

水　　道 7 8 8 7 0 1 0 △ 1 水道の減は短時間勤務職員での対応によるものです。
その他の増は、特別養護老人ホーム介護士の欠員
補充によるものです。そ の 他 38 36 36 37 △ 1 △ 2 0 1

小　　計 45 44 44 44 △ 1 △ 1 0 0
合　　計 184 183 178 177 △ 2 △ 1 △ 5 △ 1

9 特別職の報酬等の状況	　　　		　														 		（Ｈ30年12月1日現）

10 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

①定員適正化目標
　平成26年度に見直しを行った定員管理適正化計画は、平成27年度から平成31年度までを計画期間とし、職員総数を概ね3.2％削
減するものとしています。今後もこの計画に基づき一層の定員管理の適正化に務めます。

②定員適正化手法の概要
　事務事業等の見直しにより関係する課係の統廃合を進めるとともに、新たな行政需要を見定め、職員数の削減を図ります。
　職員の年齢や職種の構成を勘案するとともに、再任用短時間勤務職員等の活用により、職員の新規採用を最小限に抑制します。
　各施設の指定管理や住民、ボランティア等との協働を推進します。
　各種研修等を通じて職員の能力向上を図るとともに、事務事業を精査し、効率的な行政運営に努めます。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年4月1日現在）

(注)（　　　）内は平成23年4月1日から平成26年1月31日まで及び平成26年4月1日から
　　平成31年3月31日までの減額措置後の額です。

(注)　職員数は一般職に属する職員数（教育長、派遣職員、再任用短時間勤務職員及び任期付短時間勤務職員を除く。）です。

(注)　計画期間は、平成27年～31年の5年間です。
(注)　職員数には教育長、派遣職員、再任用短時間勤務職員及び任期付短時間勤務職員を除きます。
　　（ただし、平成26年～平成28年は教育長を含む。）

11 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
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区分
住民基本

台帳の人口
（年度末）

歳出額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
（B/A）

（参考）
28年度の
人件費率

29年度 H30.1.1　人

9,385
千円

5,109,399
千円

169,461
千円

1,069,013
％

20.9
％

17.2

区　　分
大 多 喜 町 国 県

決定初任給 決定初任給 決定初任給

一般行政職
大学卒 179,200円 179,200円 185,800円
高校卒 147,100円 147,100円 151,500円

技能労務職 高校卒 144,500円 ―  円 149,200円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 240,467円 293,700円 341,900円
高校卒 187,650円 262,350円 301,800円

区　　分 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 ７ 級 
計標準的な

職務内容 主事補 主事 主任
主事 副主査 係長 課長

補佐 課長

職 員 数 12人 19人 12人 19人 16人 9人 11人 98人

構 成 比 12.2％ 19.4％ 12.2％ 19.4％ 16.3％ 9.3％ 11.2％ 100％

参
考

１年前の
構 成 比

12.1％ 17.8％ 15.9％ 15.9％ 15.9％ 11.2％ 11.2％ 100％

５年前の
構 成 比

3.5％ 14.8％ 16.5％ 25.2％ 15.7％ 13.9％ 10.4％ 100％

区分 職員数
Ａ

給   与   費
一人当たり

給 与 費
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当

左の内
期末・

勤勉手当
計

Ｂ

30年度 　人

133
千円

473,153
千円

232,731
千円

180,161
千円

705,884
千円

5,307

区　分
一  般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢 平均給料

月額
平均給与

月額 平均年齢

町 288,939円 317,252円 38.9歳 229,290円 236,293円 50.7歳
国 329,845円 410,940円 43.5歳 286,817円 328,637円 50.7歳
県 312,096円 405,061円 41.3歳 320,721円 380,638円 53.9歳

区
分 大 多 喜 町 国

期
末
手
当
　
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
 6 月期 1.225月分 0.900月分  6 月期 1.225月分 0.900月分
12月期 1.375月分 0.900月分 12月期 1.375月分 0.950月分

計 2.600月分 1.800月分 計 2.600月分 1.850月分
その他
職制上の段階、職務の級等による
加算措置があります。

その他
職制上の段階、職務の級等による
加算措置があります。

退

職

手

当

（支給率） （支給率）
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分
その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（2～20% 
加算)
１人当たり　平均支給額　11,131千円

その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（3～45% 
加算)

地域手当
(H30.4.1現在)

支    給    率 ０%
支給対象職員数 ―
国  の  支  給  率 ―
 支給対象職員

１人当たり
平均支給年額

―円

時 間 外
勤務手当

28年度
支    給    総    額 17,892千円

職員１人当たり支給年額 140千円

29年度
支    給    総    額 13,817千円

職員１人当たり支給年額 113千円

区　分 内　　　容（Ｈ30年4月1日現在） 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

扶養手当

・子　　　　 10,000円 
・子以外の扶養親族  6,500円
・満16歳の年度初めから満22歳の年度末
　までの子につき 5,000円加算

同じ ―

住居手当
・借家の場合（家賃12,000円を超える場

合に限る）家賃の額に応じて27,000円
を限度に支給

同じ ―

通勤手当

・交通機関を利用する場合
　定期代55,000円を限度とし全額支給
・自家用車を利用する場合
　通勤距離に応じて 2,000円～28,000円
　を支給

同じ ―

区　　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 1.5 ％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 96,500円

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ） 2

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 じん芥処理手当
多くの職員に支給さ
れている手当 じん芥処理手当

1 人件費の状況（普通会計決算）

4 職員の初任給の状況 （Ｈ30年4月1日現在）

5 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （Ｈ30年4月1日現在）

6 一般行政職の級別職員数の状況 （Ｈ30年4月1日現在）

2 職員給与費の状況（普通会計予算）

3 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
	 （Ｈ30年4月1日現在）

8 職員手当の状況（普通会計）	　（平成30年12月1日現在）

7 昇給期間短縮の状況　　該当なし

(注)　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(注)　国の表中、大学卒初任給は一般職（大卒）の額です。
　　（総合職（大卒）決定初任給183,700円）

(注)　経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、
　　  採用後の年数をいうものです。

（注）1　大多喜町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
　　　3　職員数には企業職、税務職、保健師、看護師、栄養士、介護士、
　　　　  保育士、技能労務職員等を含みません。
　　　4 （　　）内は再任用短時間勤務職員及び任期付短時間勤務職員数です。

(注)　1　職員手当には退職手当を含みません。
(注)　2　給与費は当初予算に計上された額です。
(注)　3　職員数には教育長を含みません。

(注)　退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係
る職員に支給された平均額です。

(注) （退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が
決められています。）

（注）国及び県の支給率は、地域（勤務地）等によって異なります。
 　　　◎国（ 3％～20％ ） ◎県（ 9.2％～17.2％ ）

大多喜町の給与・
定員管理等について

（　　）（　　）（　  1）（　 8）（　 2）（　　）（　　）（ 11）

（　　）（　　）（   9.1）（72.7）（18.2）（　　）（　　）（100）

（　　）（　　）（　　）（　90）（   10）（　　）（　　）（100）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

特
殊
勤
務
手
当

（
29
年
度
）

広報おおたき No.605　H31.1.249



　町内に住所を有する65歳以上の方で、障害の程度が身体障害者手帳交付者に準ずる方は、障害者控
除対象者認定の申請をして認定されれば、所得税・住民税申告の際に｢障害者控除｣が受けられます。
認定の審査方法
　1　介護保険法に基づく要介護認定を受けている方又は要支援認定を受けている方は、障害者に係る
　　   直近の要介護認定又は要支援認定を受けた際の記録その他の資料等により審査します。
　2　前記以外の方は、申請者本人とその親族等の面接により審査します。
　　   詳しくは、下記までお問い合わせください。
　　 「障害者控除対象者認定申請書｣は、町ホームページからもダウンロードすることができます。
問合せ　　健康福祉課　社会福祉係　☎82－2168(内線255)

　大麻は世界で最も乱用されている薬物です。インターネットを中心に、大麻は「身体への悪影
響がない」などの誤った情報が流れていますが、幻覚作用、記憶障害、学習能力の低下、知覚の
変化などを引き起こす違法な薬物です。
　さらに、大麻はゲートウェイ・ドラッグといわれ、他の薬物を使用するきっかけとなる恐れが
高いことから、１回でも使用してはいけません。
　しかしながら、近年、中学生、高校生が大麻を所持したことにより大麻取締法で検挙されるな
ど、若年層への広がりが懸念されています。
　薬物乱用は自分一人の問題ではなく、家族や社会全体に大きな迷惑をかけてしまいます。一人
ひとりが薬物の危険性を正しく理解し、地域が一体となって若者が薬物に手を出さない社会環境
をつくることが大切です。

薬物の相談機関
１　千葉県薬務課　　　　　　　　☎ 043－223－2620
　　千葉県精神保健福祉センター　☎ 043－263－3893
　　夷隅健康福祉センター　　　　☎ 0470－73－0145
２　県警ヤング・テレホン　　　　☎ 0120－783－497
３　勝浦警察署　　　　　　　　　☎ 0470－73－0110

問合せ　千葉県薬務課　☎ 043－223－2620

日　程　３月１６日（土）　　　　時　間　１３時　～　１５時
場　所　いすみ医療センター　　　内　容　普段は聞けない疑問を専門医に聞いてみよう！

障害者控除対象者認定の申請について

大麻に関する誤った情報に注意してください！
千葉県薬物乱用防止広報強化月間（２月１日～２月２８日）

いすみ医療センターで、
　健康屋台（健康相談会）を
　　　　　　 開催します。

参加費無料
先着50名様

いすみ医療センター

★ 健康講話　  ｢ホルモンの秘密と病気のしくみ｣　講師　千葉大学医学部　田中　知明　教授
★ 健康座談会「医療センター・千葉大学の専門医と語ろう！」
★ 健康測定・健康相談
　　  骨密度測定・血管年齢測定・肺年齢測定・ロコモチェック・転倒防止体操
　　  看護師・保健師による健康相談
 【申込み・問合せ】いすみ医療センター
　　☎０４７０－８６－２３１１　　　  ：isumi-ic@kuniyoshi-hp.jp

With千葉大学医学研究院次世代型健康長寿ホルモンアカデミー寄附講座
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　１２月８日（土）「出会いの広場ｉｎおおたき」を夷隅ライオンズクラブとの共催により実施したとこ
ろ、男性１７名、女性１７名の参加がありました。
　パーティーでは、参加者全員による１対１の自己紹介を行った後、緊張をほぐすためグループに分か
れてクリスマスリース作り等を行い、その
後のフリータイムでは、一緒にリース作り
をしたメンバー等を中心に、食事を楽しみ
ながら、気になる方へアプローチをされて
いる様子でした。
　このイベントは、出会いのきっかけを探
している独身の方へ出会いの場を提供し結
婚活動を支援するものです。今後もこのよ
うなイベントを開催していく予定ですので
ご案内を希望される方は下記までお問い合
わせください。

問合せ　生涯学習課　社会教育係
　　　　☎82－3188

　町では、シティセールスおよびシティプロモーションを推進するため、私たちが住む町
を自慢したくなるような魅力を伝えるブランドメッセージを、慶應義塾大学飯盛研究室大
多喜町元気プロジェクトと連携して作成しています。

　12月9日（日）、丘の上バラ園で大多喜町ブ
ランドメッセージプロジェクト第１回ワーク
ショップを実施し、約20名が参加しました。
  『「大多喜町といえば」から考えるストー
リー』をテーマに、大多喜町元気プロジェク
トの学生や研究所員の指導のもと、大多喜町
と聞いて思い浮かんだものから、何気ない日
常のエピソードを挙げて「大多喜らしさ」を
共有しました。
　参加者からは「改めてお城や自然について
考えた。幼い頃の思い出を蘇らせて話すこと
ができた」などの感想が挙げられました。

問合せ　企画課　企画政策係　☎82－2112

第１３回「出会いの広場ｉｎおおたき」
６組のカップルが誕生しました！

大多喜から　伝えたい言葉、 決めましょう
大多喜町ブランドメッセージプロジェクト ③

▲クリスマスリース作りの様子
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　大多喜町観光協会主催の図画コンクールが、町内小学生を対象
に開催されました。また、12月22日（土）に中央公民館で表彰
式が行われました。
　絵を描くことを通して「故郷を思う心 （郷土愛）」を醸成
し、更に周りに目を向けることができる観察力、生命を大切に
する「思いやりの心」を育むことを目的として毎年開催されて
います。
　コンクールには町の里山の風景を題材としたものなど、心温
まる作品が多く出展されました。
　入賞作品は、銀行や郵便局に展示されます。

大多喜町観光協会図画コンクール

大多喜町消防団
　出初め式で無火災を誓う

　町消防団の出初式が1月6日（日）に中央公民館ホールで行われ、約250人の団員が参加し、地域防災へ
の決意を新たにしました。
　式典では、消防防災活動に尽力された方々や団員に対する消防功労者表彰が行われました。

◆表彰された方々（敬称略）
 【千葉県知事功労章】
　佐久間　重行／秋山　英樹
 【千葉県知事精勤章】
　菅野　真一／君塚　正敏／佐藤　良昭／泉谷　博志
　井桁　寿浩
 【防災危機管理部長章】
　池田　賢治／中嶋　一博／麻生　和也／吉野　公博
　太田　貴也／酒井　健雄／浅野　秀
 【千葉県消防協会長功労章】
　若松　正光
 【千葉県消防協会長精勤章】
　福嶋　岳夫／森　久雄／西原　文浩／岩瀬　信孝
 【夷隅支部長功労章】
　君塚　徹／鈴木　恵祐
 【夷隅支部長精勤章】
　常住　豊／安西　浩一／小倉　元春／岩瀬　浩一
　江本　昇

 【感謝状】
　鈴木　嘉則／二階堂　孝／君塚　利彦
　市川　勝文／三上　高生
 【町長特別功労表彰】
　第１分団第１部
 【町長特別精勤表彰】
　小倉　元春／四倉　敦　／中村　和也
　黒川　和也／上岡　智博／太田　進一
　福嶋　岳夫／古安　裕介／田中　誉
　細谷　龍一／黒川　正裕／田中　利光
 【無火災表彰】
　第２分団／第４分団／第５分団
 【内助功労表彰】
　小倉　由起子／四倉　絵美子／中村　瞳
　上岡　良美／福嶋　梨絵／田中　智里
　田中　牧子
 【団長表彰】
　四倉　敦　ほか16名
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　みつば保育園に「獅子舞」がやってきました。
　12月10日（月）子どもたちに大多喜町の伝統的な文化を
知ってもらおうと、上原地区神楽囃子保存会の皆さんに「お
神楽」を演舞して頂きました。
　お囃子の太鼓や笛の演奏を聴いた後、置物だと思っていた
獅子のお面が形を変えながら右へ左へ舞いはじめ、転がした
手毬を追いかけて子どもたちに近づいてきた時には大騒ぎで
逃げ出してしまいましたが、初めて見る獅子舞の動きを楽し
みました。

　第18回大多喜町近隣少年サッカー大会が、12月15日（土）大
多喜町多目的広場で開催され、夷隅・長生両郡市内から16チー
ムが参戦しました。
　今大会には、総野小ＦＣが５年ぶりの参加を果たし選手たちは
大喜び。
　大会を主催する千葉県立大多喜高等学校サッカー部OB会は、
「子供たちは夷隅のワールドカップとしてとても楽しみにしてい
る。長く続けていきたい。」とコメント。開会式に駆け付けた大
多喜町教育委員会宇野輝夫教育長は、「思い出に残る、悔いのな

い戦いを」とエールを送りました。
　試合は、過去6回を制した大原FCが順当に2回戦まで勝ち進んだものの、3回戦で太東FCに1対０で敗
退。太東FCは決勝戦へと駒を進めました。
　一方別のサイドからは、第13回大会で優勝した御宿FCが昨年度の覇者長者FCをPK戦の末、３対１で
破りベスト４へ進出し、過去３回の準優勝を誇る東海小学校と対戦しました。初優勝を目指す東海小学
校は果敢に敵陣営へと詰め寄りましたが、結果は２対１で御宿FCの勝利。
　決勝戦では第11回大会で３位となったものの、まだ優勝経験のない太東FCと御宿FCとの戦いとな
り、３対１で御宿FCが勝利し２度目の優勝を飾りました。
　ピッチで活躍する我が子の雄姿を、ピッチの外で声を枯らして応援する保護者の姿が印象的でした。ま
た３位決定戦では、大原FCが３対０で東海小を破り堂々３位に入賞しました。

参加チーム　御宿FC・太東FC・大原FC・東海小学校・長者FC・勝浦FC・古沢小学校
　　　　　　総野小FC・中根FC・茂原SC・夷隅小FC・東FC・西FC・大多喜小学校
　　　　　　長南グリーンウェーブ・浪花小学校

第18回近隣少年サッカー大会開催

獅子舞に大喜び

「いててて～！」

 「いい音だなぁ」 

　最後には、笛に合わせて太鼓をたたかせてもらい、祭りの雰囲気を満喫した時間となりました。
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実は知らない！？
鳥獣被害対策の正しい知識！！

　

有
害
獣
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
は

「
防
護
」
、「
捕
獲
」
、「
環
境
管
理
」

の
三
つ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
三
つ
の
対
策
が
上
手
く

い
っ
て
い
る
地
域
で
は
農
作
物
被
害
を

ゼ
ロ
に
で
き
た
事
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
被
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

「
防
護
」
、「
捕
獲
」、「
環
境
管
理
」
が

上
手
く
で
き
て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ひ
と
つ
で
も
や
っ
て
い
な
い

も
の
が
あ
れ
ば
そ
の
対
策
が
今
そ
の
地

域
に
必
要
な
対
策
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

有害獣に

困っている
方

必見！！

～敵を知ることこそが対策の第一歩！～
意外と知らない有害獣の知識　イノシシ編　パート２第２回

☆
被
害
対
策
は
三
つ
の
柱
で

成
り
立
っ
て
い
る
。

☆
防
護
で
重
要
な
の
は
柵
を

設
置
し
た
後

☆
個
体
を
特
定
し
た
捕
獲
が

被
害
を
減
ら
す

☆
獣
が
住
み
に
く
く
、
人
間
に

住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
環
境
管
理
の
意
味

　

環
境
管
理
は
獣
害
対
策
の
中
で
一
番

大
変
な
部
分
で
す
が
、
環
境
整
備
を
し

な
い
と
防
護
柵
や
捕
獲
の
効
果
を
薄
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
イ
ノ
シ
シ

の
棲
み
家
に
な
る
耕
作
放
棄
地
が
多
く

あ
る
場
所
や
、
野
菜
の
く
ず
・
果
樹
な

ど
山
よ
り
も
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る
場
所

が
多
く
あ
る
と
こ
ろ
は
、
イ
ノ
シ
シ
が

快
適
に
暮
ら
せ
安
心
し
て
繁
殖
で
き
る

場
所
に
な
り
ま
す
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
が

住
み
に
く
い
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
稲
刈
り
後
に
も
う
一
度
生

え
て
く
る
二
番
穂(

ヒ
コ
バ
エ)

と
収
穫
し

な
く
な
っ
た
果
樹(

放
任
果
樹)

は
、
放
置

し
て
お
け
ば
イ
ノ
シ
シ
に
最
高
の
エ
サ

場
だ
と
覚
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
周
辺
を

生
活
拠
点
に
し
た
イ
ノ
シ
シ
が
被
害
を
拡

大
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
家

や
田
ん
ぼ
の
周
り
に
放
置
し
て
あ
る
作

物
が
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課　

農
政
係

　
　
　
　

☎
82

−

２
１
７
６

　

防
護
で
有
効
な
の
は
金
網
柵
や
電
気

柵
な
ど
の
設
置
で
す
が
、
柵
を
設
置
す

れ
ば
何
も
し
な
く
て
も
被
害
が
減
少
し

て
い
く
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
柵
は
設
置
し

　

被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
農
地

を
荒
ら
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
を
捕
ま
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

山
に
い
る
イ
ノ
シ
シ
よ
り
も
集
落
で
被

害
を
与
え
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
を
あ
る
程

度
特
定
し
て
捕
獲
す
る
こ
と
が
被
害

の
発
生
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
山
の
10

頭
よ
り
集
落
の
１
頭
を
捕
獲
し
ま
し
ょ

う
。

た
後
の
管
理
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
。

特
に
電
気
柵
は
漏
電
を
し
て
い
る
と
電

気
が
通
っ
て
い
て
も
イ
ノ
シ
シ
が
入
っ
て

く
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
必
ず
定
期
的
に

点
検
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

金
網
柵
や
電
気
柵
は
効
果
が
な
い
と

感
じ
て
い
る
方
は
、
正
し
く
柵
を
設
置

で
き
て
い
る
か
、
設
置
後
の
管
理
は
適

切
か
を
ぜ
ひ
一
度
見
直
し
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

出典：千葉県イノシシ対策マニュアル

出典：千葉県イノシシ対策マニュアル

どれか一つだけの対策では、
効果が弱くなります！！
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◆５月：大中体育祭（入場行進曲＝栄冠は君に輝くを演奏）
雨が心配されましたが、演奏時は降らず演奏できました。
素晴らしい行進ができるように頑張りました。

◆７月：千葉県吹奏楽コンクール（ 演奏曲＝「 元禄 」）
残念ながら、目標の金賞は取れませんでしたが、次へつながる
大切なものを得ることができました。

いいね！がいっぱい部活動�　大多喜中学校

吹
奏
楽
部

【演奏曲目】元禄・宇宙戦艦ヤマト
【合  唱  曲】空とぶうさぎ

◆10月：大多喜お城祭り（残念ながら悪天候により、不参加）

◆10月：大多喜中学校文化祭

◆11月：ＯＨ－１フェスティバル
毎年、大中文化祭でのステージを最後に、3年生は引退です
が、今年は、「大多喜町商工会青年部創立50周年記念」の行
事「OH-1フェスティバル」に出演させていただくことにな
り、そこが3年生最後のステージになりました。大多喜お城祭
りやOH-1フェスティバルなど、演奏の場を与えていただき、
応援してくださる大多喜町の方々に感謝しています。

  これから、1月20日（日）の長生・夷隅地区吹奏楽フェスティバルや2月10日（日）の県吹奏楽コン
クール山長夷地区予選があります。1日、1音を大切にし、もっともっと皆さんに応援していただける
ような演奏ができる「大多喜中学校吹奏楽部」を目指して頑張っていきたいと思います。

　今年度、大多喜中学校吹奏楽部は、1年生7名、2年生7名、3年生6名の計20名でスタートし、様々
な活動をしてきました。現在は、3年生が引退して14名の少人数ですが、「聴いて下さる人に感動の
音楽を届けよう！」と、一人一人が演奏技能を向上させることを目標に、日々練習をしています。
　また、美しいハーモニーをつくるために互いを尊重し、心を寄せ合うことを心がけています。

 【 これまでの活動を紹介 】
◆５月：楽器講習会（大多喜高校の皆さんから楽器の扱い方や奏法を学ぶ）

大多喜高校吹奏楽部の演奏
は大変素晴らしいので、そ
の技術を学べる機会をつ
くっていただきました。

◆10月：郡市中学校音楽発表会
吹奏楽の向上のためにも、しっかり歌えることが重要！と吹奏楽部員で女声三部合唱に挑戦しまし
た。聴いて下さった皆さんから、
「感動したよ」という嬉しい感想
の声をいただきました。
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町 記 レ民 者 ポ ー ト
５名の町民記者が、
毎号１人ずつ身近な話題を取材します！ 第22回 中村 喜久江さん（老川）

いつも筒森人気良く

　11月に安産の神様として知られる筒森神社の拝殿の上棟式が行われ、新年までには新しい拝殿が完成し
ます。地元の皆さん、移住された皆さん、兎に角、皆さん結束力があり、聞けば聞く程、奥が深く、興味深
い地域でした。また、移住された方達への温かい対応も素晴らしいと思いました。
　歌のとおり、紅葉や景色、移住先としても人気が高く、様々な行事開催でお祭りばやしが聞こえて来る。
今も昔も歌どおりの筒森へ足を運んでみて下さい。

＊1「元　老川村平和音頭]の歌詞は  大多喜町やまゆりの会　　　で検索し、「目的」の下に掲載
＊2　BOSO　LEJENDの十市姫と限りの山　参照

　やまゆりの会で行っている、高齢者の健康体操＆カラオケ大会（年２回）で歌われた歌で*1「元　老川村
平和音頭」（昭和23年　作詞　関本平一郎）と言うのがあることを初めて知りました。80歳代の方であれ
ば、歌えるようです。町民記者として、今後各地域のこの歌とその地域をご紹介して行こうかと思います。
今回は、その歌の5番目に登場する筒森をご紹介します‼

歌詞　5ツトセ　何時も筒森人気良く　お祭りばやしのにぎやかさ♪
　　　村平和だね　アーコリャ　コリャ

　筒森と言えば「もみじ谷」で有名ですが、最近では「夏美のホタル」のロケ地（角屋商店）になったりし
てます。筒森は老川地区の中でも移住者が多い地域のようなので、ここで頑張っている3名の方にお話を聞
いてみました。

【飯田去雨子さん】旧永島勘左衛門邸茅舎にお住い。
　「主人の体調管理の為、気候がよく、自然満載の環境が気に入り横浜から
移り住んで4年が経ちました」年1回旧老川小でイベント（バイククラブ）を
主催したり、地域の清掃作業や環境関係の勉強会などに参加したり、自宅の
修復や作庭など日々忙しそうです。また、整体（ら空）も完全予約で再開し
ているようです。「なによりも筒森の方々のお陰で楽しく暮らしています」
と話されてました。

【小林裕理さん】入口で狸の置物が迎えてくれます。
　「山の中で静かに暮らせそうだからと移住を決めて8年が過ぎ、地域の草
刈り等にも参加し、今の生活に満足している。地元の方達も親切です」と話
されてました。記者としては春にはオープンガーデンして欲しいほど、綺麗
なお庭を維持されてます。

【前田和哉さん】古民家ゲストハウス「わとや」運営
　「他にはない自然環境に魅せられて、土地に関わってから7年移住してか
ら4年が経ちます。米作り・宿の運営、地域の活性につながる活動をしてい
ます。筒森は人間味があり、結束力のある地域で非常に素晴らしい」と話さ
れてました。国内外を問わず人を集客し、イベント（年1回のわとやフェス
や醤油・梅干作りなど）を企画して、積極的に頑張っている方です。

　また、地元の人達も、もみじの木約300本
を高塚山の傾斜に植樹され、前田さん宅手前
の脇道から高塚山の頂上まで、階段約185段
を設置。綺麗に整備・管理されてます。この
頂上は行って損なし、見て損なしの180°パ
ノラマの絶景で、見渡す限りの山々（隣の山
は「限りの山」と呼ばれてる）。この坂の途
中、＊2 十市姫のお墓と言われてる塚もあるそうです。また、晴れた日には富士山が見られるそうです。
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( 保健事業予定表 )2 〜 3 月

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
2/6

☆9:30～11:00
保健センター 乳幼児とその保護者（対象月の平成30年1月、平成

30年6月、9月生まれの方には個別に通知します）

3/6 みつば保育園
支援センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成30年2月、7月、
10月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診
2/7

☆13:00～13:15
保健センター

平成29年6月1日～平成29年7月31日生まれの方

3歳児健診 ☆13:15～13:30 平成27年7月1日～平成27年8月31日生まれの方

おひさまキッズ
2/5

13:30～15:30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
3/19

赤ちゃん計測会 3/14 10:00～11:30 中央公民館 生後１～3か月のお子さんとその家族（対象者の方
には個別に通知します）

離乳食教室 2/8 10:00～11:30 保健センター 乳幼児（平成29年3月、4月生まれ）とその保護者
（対象者の方には個別に通知します）

☆子どもの事業☆

行事名 日時 場　所 対　象　者

からだ
いきいき塾

2/1
14:00～16:00 保健

センター ※事前に申し込まれている方
3/20

☆高齢者の事業☆

問合せ
 〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター
TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp
H  P：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談） 毎月第1・第3木曜日 14:00～15:30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談
電話相談

(月曜日～金曜日)
面接相談(毎週水曜日) 9:00～17:00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9:30～10:30 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

おおたき
ウォーク♪

2/22
☆10:00

上瀑ふれあい
センター ウォーキングを行いたい方

※雨天の場合は、室内で体操を行います。
3/22 農村コミュニティ

センター

☆大人の事業☆
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子育て支援センターからのお知らせ

子 て 信育 通 №57

【問合せ・予約先】 　ひだまり(みつば保育園)　　　８２－５５３０
  　　　　　　　　　  あおぞら(つぐみの森保育園)　８３－１４１１

　３歳児ひばり組は、男の子６人、女の子３人計９人で、おままごとやかくれんぼなどをして毎日
楽しく過ごしています。「かくれんぼする人―！！」と友だちを誘い、鬼決めをして遊んでいる姿
が見られます。
　４月に比べて色々なことが出来るようになり、困っている子がいると、「大丈夫？」と優しく声を
かけられるようになりました。運動会や発表会を経て、友だちとの関わりが密になり、自分に自信が
ついてきたのではないかなと思います。残り少ないひばり組での生活を楽しんでいこうね！

「ひばり女子会♡」 「ムキムキになるぞ～！」

「大きな穴を掘るぞ！！」 「三輪車競争！」

≪２月５日(火)　出前保育≫　　　　　　　　　　≪２月１９日(火)　出前保育≫
・場所・・・味の研修館　　　　　　　　　　　 ・場所・・・つぐみの森保育園
・時間・・・１０時～１１時　　  　　　　 　　・時間・・・１０時～１１時

≪２月２６日(火)　トットくらぶ≫　　　　　　　≪３月１２日(火)　トットくらぶ≫
・場所・・・みつば保育園　　　　　　　　　　　・場所・・・みつば保育園集合
 （お買い物ごっこ）　　　　　　　　　　　　  　 （晴天時：いすみ鉄道乗車）
・時間・・・９時３０分～受付　１０時～開始　　 （雨天時：みつば保育園）
※２月２５日(月)までに予約してください。　　　※２月２６日(火)までに予約してください。

遊ぶことが大好きなひばり組！！
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おめでとう2月生まれ ●誕生日の思い出に（0〜 3歳のうちに１回）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までにご連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

永
ながしま

嶋　蓮
れん

 さん

大多喜小
５年

音
お と わ

羽　花
か な で

奏 さん

大多喜小
５年

　ぼくの夢は、マッサージ師になることです。
なぜなら、母のかたをたたいた時に、楽しいと
感じたからです。多くの人の体をほぐすマッ
サージ師を目指します。

　わたしの夢は、パティシエになることです。
理由は、わたしの作ったおかしで、みんなを笑
顔にしたいからです。「おいしい。」と言って
もらえるおかしを作ります。

西尾　穂
ほ

希
まれ

 ちゃん（３歳）
( 寿人さん・優子さんの三女 ) 鍛冶

 （ママからの一言）
三姉妹の三女。
皆に可愛がられスーパーわがままに。
家族皆ほまちゃんの事が大好きです !

　１２月１３日（木）に、保健センターで行われた
３歳児健診で、むし歯のなかったお子さんを紹介し
ます。

三宅　夏
か ほ

帆 ちゃん
（松尾)

十河　武
む さ し

蔵 ちゃん
（庄司) 

渡邉　葵
き ほ

帆 ちゃん
(葛藤) 

入澤　文
ふう

香
か

 ちゃん
(弓木)

實方　穂
ほ の か

果 ちゃん
(大多喜)
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町
長
日
誌（
12
月
）

2
日 

消
防
団
査
察
、模
擬
火
災
演
習

 
 

老
川
地
区
開
発
協
議
会
懇
談
会

3
日 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交

付
式

4
日 

議
会
定
例
会
12
月
会
議（
初
日
）

5
日 

議
会
定
例
会
12
月
会
議（
最
終

日
）

9
日 

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
に

伴
う
出
動
式

10
日 

町
商
工
会
老
川
支
部
懇
談
会

14
日 

町
有
林
管
理
委
員
会

 
 

鳥
居
浩
氏
叙
勲
受
章
記
念
品
贈

呈
式

 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
懇

談
会

21
日 

「
鉄
道
の
日
」記
念
絵
画
展
審
査

会

22
日 

町
観
光
協
会
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式

28
日 
仕
事
納
め
式

善意の心を
ありがとうございます

大多喜町ふるさとづくり寄附金（12月分)
・申込件数　584件
・申込金額　38,323,000円
・なお、ホームページには寄附を

公表してもよいという方の氏名
を掲載しています。こちらもご
覧ください。

《一般寄附金》
・株式会社グリーンクラブ
　千葉夷隅ゴルフクラブ 様（板谷）
　　　　　　　　　　130,000円

〈平成30年7月豪雨災害義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役  岩瀬秀子  お客様257名  様
　大多喜町役場募金箱

千葉労働局・ハローワーク
からのお知らせ

就職やスキルアップにハロート
レーニング（公的職業訓練）を
活用してみませんか？
　ハロートレーニングは、希望す
る仕事に就くために必要な職業
スキルや知識を習得することがで
きる公的制度です。また、スキル
アップをめざす在職者の方向け
のコースもあります。
　受講料は無料です（在職者ま
たは学卒者向けコースは有料で
す。なお、テキスト代等の自己負
担があります）。

問合せ　ハローワーク茂原
　　　　☎0475−25−8609
　　　　ハローワークいすみ
　　　　☎0470−62−3551

〈平成28年熊本地震災害義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役  岩瀬秀子  お客様257名  様

〈東日本大震災義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役  岩瀬秀子  お客様257名  様

〈平成29年九州北部地方大雨災害
義援金〉

・コレット商事（有）
　取締役  岩瀬秀子  お客様257名  様

〈北海道胆振東部地震災害義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役  岩瀬秀子  お客様257名  様
・大多喜町役場募金箱
・社会福祉協議会募金箱

〈社会福祉協議会福祉基金〉
・匿名（1件）　　　　  10,000円

日時　2月14日　14:00～16:30
場所　ペリエホール　ABルーム
 （千葉市中央区新千葉1−1−1）
内容
　求人のある社会福祉施設・事

業所の採用担当者との個別面
談、福祉職場に関する相談等

 （※参加費無料・履歴書不要）
問合せ
　千葉県社会福祉協議会千葉県

福祉人材センター
　☎043−222−1294
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物解体建 見積
無料

学校・子ども会資源回収対応致します。
連絡先 ホームページ㈲妻本商店 妻本商店

検索鴨川本社 ０１２０-077-261

インドアゴルフ練習場
一年中、快適にゴルフ練習が出来ます！
レッスン・ゴルフ工房・弾道測定機

冷暖房完備！グリーン１０ｍ練習も出来ます！

ジャンプ  アップ  ゴルフ
ホームページ

相続登記はお済みですか！
相談無料　　　土日祝日ＯＫ
TEL　０４７０－６２－５２８６
FAX　０４７０－６２－５２８７
大多喜町西部田１０６番地

千葉司法書士会会員
司法書士　江沢正明事務所

大多喜県民の森行事予定

交通事故巡回相談の開設

福祉のしごとミニ就職フェア

千葉県立長生特別支援学校
中学部・高等部

作業学習製品展示・販売会
「しおかぜフェア」

全国瞬時警報システム
（Jアラート）の

全国一斉情報伝達訓練実施
について

 『竹工作体験』
日時　毎日　9:00～11:00　

13:00～15:00
実施内容　笛や水鉄砲、竹トンボ

等の工作体験をします。
参加費　100円～300円
問合せ
　大多喜県民の森管理事務所
　☎82−3110

　交通事故に遭いお困りの方の
ために、千葉県の専任相談員によ
る交通事故巡回相談を行います。
日時　2月21日（木）
　　　10：00～12：00
　　　13：00～15：00
場所　大多喜老人福祉センター
問合せ　役場総務課消防防災係
　　　　☎82−2111

　千葉県福祉人材センターで
は、社会福祉施設・事業所等へ
就職を希望する方を対象に、
「福祉のしごとミニ就職フェ
ア」を開催します。　

※予約制（予約は2月20日(水)ま
でにお願いします。予約者がい
ない場合は開設しません。）

　町では防災行政無線を使用し
た、全国一斉の訓練放送を下記
のとおり実施します。この放送
は、総務省消防庁が地震・津波
などの災害時に備え、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート※）
を用いて行う、全国一斉の情報
伝達訓練です。
日時　2月20日（水）11時頃
放送場所
　町内に設置してある全ての屋

外子局及び戸別受信機
内容
　♪ピンポンパンポン（上り

チャイム音）
 「これは、Jアラートのテストで

す。」（３回繰り返し）
 「こちらは、ぼうさいおおたき

です。」
　♪ピンポンパンポン（下り

チャイム音） 

日時　2月15日（金）
　　　10:00～15:00（雨天実施）
場所　茂原ショッピングプラザ

アスモ　１階　センターコート
内容　中学部・高等部の作業学

習製品の展示・販売
　学校紹介の展示 
問合せ　☎0475−42−2470
担当　教頭　瀧川　猛
　　　教諭　佐藤貴洋

※Ｊアラートとは、地震・津波や
武力攻撃などの緊急情報を、国
から人工衛星などを通じて瞬時
にお伝えするシステムです。

問合せ　役場総務課消防防災係
　☎82−2111（内線216）
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寄贈本 新譜CD 寄贈CD

おはなし会・えいが会（子供向け）
2月17日（日）10時30分から
■おはなし会　内容
・ぽとんぽとんはなんのおと
・パパのしごとはわるものです
・ごきげんのわるいコックさん
・おさかないちばん
■えいが会　午後2時から

休館日：4日、12日、18日、25日、28日

昨日がなければ明日もない
宮部　みゆき（著）

　29歳のシングルマザーから相談を
受けた杉村三郎。彼女は16歳で最初
の子を産み、別の男性との間にも子供
がいて…。
　表題作ほか全3作を収録。杉村三郎
シリーズ第5弾。

オニは～外！フクは～内！
本も～内！

・静おばあちゃんと要介護探偵　　中山　七里（著）
・常設展示室　　　　　　　　　　原田　マハ（著）
・草々不一　　　　　　　　　　朝井　まかて（著）
・聖者が街にやって来た　　　宇佐美　まこと（著）
・水曜日の手紙　　　　　　　　　森沢　明夫（著）
・熱帯　　　　　　　　　　　　森見　登美彦（著）
・野の春〈流転の海9〉　　　　　　 宮本　輝（著）
・本と鍵の季節　　　　　　　　　米澤　穂信（著）

・ほうしゃの雨はもういらない
丸浜　江里子（著）

・紅芙蓉
手塚　文子（著）

・CARPENTERS
カーペンターズ（歌）

・FUTURE
三代目J SOUL BROTHERS（歌）

・幾多の恩
北島　三郎（歌）

・剣山
北山　たけし（歌）

本だな
大多喜図書館天賞文庫だより

☎82－2459

新 刊紹介

2月のスケジュール
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２月 如
きさらぎ

月
February

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 金 (可燃)

2 土

3 日 子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

4 月 心配ごと相談（日常生活上の
相談） 福祉センター 9:00～12:00 (可燃)

5 火
出前保育 味の研修館 10:00～11:00

（ペット）
農業員会 役場第３会議室 14:00～

6 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ (可燃)

7 木 (びん)

8 金 (可燃)

9 土
町民カレッジ「芸術鑑賞教室」 東京都内 9:00～

ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9:00～

10 日 （休日受付）

11 月
建国記念の日

第44回夷隅郡市一周駅伝大会
（ロドリゴ駅伝） 大多喜～いすみ～御宿 9:30～

12 火 （ペット）

13 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ (可燃)

14 木 （紙類・衣類）

15 金 (可燃)

16 土

17 日

第13回大多喜町長杯少年柔道
優勝大会 B&G体育館 9:00～

子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

おはなし会 図書館 10:30～	

えいが会 図書館 14:00～

18 月

平成30年分所得税及び復興特
別所得税確定申告、町県民税
申告相談（～3/15まで、土日
を除く。）

役場　中庁舎　保健
センター

8:45～16:00
(12:00～13:00
を除く)

(可燃)
心配ごと相談（結婚相談、人
権相談、行政相談、年金相
談、労災、雇用保険相談）

福祉センター 10:00～15:00

19 火
出前保育 つぐみの森保育園 10:00～11:00

（ペット）
ひまわり会 農村コミュニティー	

20 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ (可燃)

21 木 （不燃）

22 金 ぬくもり給食会 福祉センター 11:30～	 (可燃)

23 土 ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9:00～

24 日

25 月 心配ごと相談（日常生活上の
相談） 福祉センター 9:00～12:00 (可燃)

26 火 トットくらぶ みつば保育園 9:30～11:30 （ペット）

27 水
リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～

(可燃)
おもいやりの会(総元） 福祉センター

28 木 （缶類）

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

人口と世帯
平成31年1月１日現在

人　口 ９, １６２人（−２２）
男 ４, ４５８人（−１０）
女 ４, ７０４人（−１２）

世帯数 ３, ８１８世帯（−　６）
（　）は、前月比

慶　弔（12月届）
出　生 2 人
死　亡 ２２人

転出入（12月届）
転　入 １６人
転　出 １８人

交通事故発生状況

発生件数 ３件（３１）
死 者 数 ０人（　０）
傷 者 数 ４人（５２）

１２月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

火災件数 ０件（　　３）

救急件数 ４5 件（５５２）

内訳
１件（　３２）

２５件（３４２）
1 ９件（1 ７８）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 (12月中)

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120-143-251
（24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など
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　なお、千葉県内で働くすべての労働者に適用される千葉県最低賃金は平成30年10月１日に時間額895円に改正されました。

問合せ　千葉労働局賃金室　☎043−221−2328　又は最寄りの労働基準監督署まで

平成30年度千葉県特定（産業別）最低賃金の改正
－ 効力発生日　平成30年12月25日 －

　千葉労働局長（局長：高橋秀誠）は、千葉県特定（産業別）最低賃金を下表の通り4業種についてそれぞれ20円か
ら27円の引上げを決定しました。

業　　　　　　　　種 改正額（時間額） 発効予定日 改正前（時間額） 引上げ額

特
定
最
低
賃
金

鉄鋼業 ９６５円 平成30年12月25日 ９３８円 ２７円
はん用機械器具、生産用機械器具製造業 ９２２円 平成30年12月25日 ９０２円 ２０円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 ９２８円 平成30年12月25日 ９０６円 ２２円

自動車（新車）小売業 ９２２円 平成30年12月25日 ９００円 ２２円

    防衛省自衛隊では、自衛官候補生（男子、女子）の募集を下記のとおり実施しています。

願書締切 採用試験日 入隊予定時期 試験会場

男子
２月25日（月） ３月３日（日）

３月下旬から
４月上旬 習志野駐屯地３月 4日（月） ３月９日（土）

女子 ２月25日（月） ３月３日（日）

◆応募資格：18歳以上33歳未満の方（ただし、入隊予定付の３ヶ月後の末日現在、33歳に達している方は入隊できません。）
問合せ　自衛隊千葉地方協力本部茂原地域事務所　☎０４７５−２５−０４５２（茂原市町保３−２１７　シティビル２階）

●入学資格
仲間づくり、生きがいづくり、社会参加に興味のある、県内在住の原則として60歳以上の方（昭和34年４月１日以
前に生まれた方）

●募集人員及び修業年限
　健康・生活学部 38名　　２年間
　造形学部園芸まちづくりコース 20名　　２年間

●入学金・授業料
　入学金　　無料
　授業料　　健康・生活学部 年額  16,100円　　　
　　　　　　造形学部　園芸コース 年額  32,700円
　なお、授業料のほかに教材費等の負担があります。

●入学案内配布場所　平成３1年２月上旬から配布予定
　生涯大学校各学園、各市町村高齢者福祉担当課、各地域振興事務所、各健康福祉センター（各保健所）、県高齢者
福祉課で配布します。
　また、郵送を希望される方は、返信用封筒（角２サイズ（240mm×320mm）にあて先を記入し140円分の切手を
貼る）を同封の上、生涯大学校事務局へお申し込みください。
　また、インターネットからも入手できます。
 http://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/jinzai/shougaidaigaku/gansho_nyuusyu.html

　
●願書受付期間
　２月８日（金）～２月２８日（木）

●願書の提出先・問合せ
　〒２６０−０８０１　千葉市中央区仁戸名町６６６−２
　千葉県生涯大学校事務局　☎０４３−２６６−４７０５

自衛官募集

平成３１年度千葉県生涯大学校学生募集（２次）について
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平
成
30
年
10
月
17
日
に
茨
城
県
か

す
み
が
う
ら
市
議
会
よ
り
視
察
に
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
野
生
鳥
獣

の
被
害
対
策
や
解
体
処
理
施
設
（
有

害
鳥
獣
の
食
肉
活
用
コ
ー
ナ
ー
）
の

運
営
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
ご
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
も
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
共
通
の
課

題
に
対
し
て
意
見
交
換
等
し
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
10
月
25
日
か
ら
26
日
に

か
け
て
、
飯
島
町
長
を
は
じ
め
、
町

議
会
議
員
９
名
で
石
川
県
川
北
町
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

川
北
町
は
積
極
的
な
企
業
誘
致
に

よ
り
、
農
・
工
・
商
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
町
づ
く
り
を
進
め
、
安
定
し

た
財
政
を
基
盤
に
、
手
厚
い
き
め
細

や
か
な
福
祉
や
子
育
て
、
教
育
を
図

り
、
人
口
が
増
加
を
し
て
い
る
町
と

の
こ
と
か
ら
、
企
業
誘
致
や
福
祉
施

策
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▶
川
北
町
議
会
山
先
議
長
（
左
か
ら
３
人

目
）
を
交
え
、
議
場
で
撮
影

▲
武
家
屋
敷
跡

　

加
賀
藩
千
二
百
石　

野
村
家

▲都市交流センター（石神）での視察風景

議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス

企
業
誘
致
や
福
祉
施
策
に
つ
い
て
視
察

石
川
県
川
北
町

野
生
鳥
獣
の
被
害

対
策
な
ど
を
視
察

か
す
み
が
う
ら

　
　

市
議
会
が
来
町

編
集

　議
会
報
編
集
委
員
会

お
お
た
き

　

ま
た
、
金
沢
市
長な
が
ま
ち町
の
武
家
屋
敷

跡
の
視
察
は
、
本
町
の
小
江
戸
の
町

づ
く
り
を
考
え
る
参
考
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
に
活
か
し

て
ま
い
り

た
い
と
思

い
ま
す
。
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平成３０年第１回議会定例会

　平成３０年１２月４日、５日の２日間開催
し、専決処分の報告のほか、条例改正１件、補
正予算５件、諮問１件など８議案の審議を行
い、すべて原案のとおり可決、同意しました。
　また、一般質問は７名の議員が行いました。
　議案の内容や一般質問は、紙面の都合で要約
して掲載しています。詳しい内容は、町ホーム
ページや閲覧用会議録をご覧ください。

  
　人権擁護委員５名うち、小髙康伸委員（泉
水）の任期が平成31年3月31日満了となること
から、後任として金澤恵美子氏（船子）を推薦
することを同意しました。

　介護保険法施行規則の改正に伴い、主任介護
支援専門員の資格定義に「5年を超えない期間
ごとに更新研修を修了した者」という条件を、
大多喜町地域包括支援センター設置条例に加え
ました。

　夷隅環境衛生組合で共同処理する事務のう
ち、浄化槽の点検業務を廃止する組合規約の改
正を可決しました。

　平成30年4月22日に起きた公用車による車両
事故の損害賠償額を25万3,767円とした専決処
分の報告がありました。

　一般被保険者高額療養費2,500万円を追加
し、総額を13億730万円とする補正予算を可決
しました。

　保険料還付金28万3千円を追加し、総額を1億
3,499万5千円とする補正予算を可決しました。

　総合事業高額介護予防サービス費10万円な
どを追加し、総額を11億4,473万4千円とする
補正予算を可決しました。

　歳入では、一般会計からの繰入金450万円、
歳出では施設修繕料40万円、備品購入費423万
4千円を追加する補正予算を可決しました。
  補正後の予算総額
  　収益的収入事業収益　　   2億1,580万9千円
  　収益的支出事業費用　　  2億7,553万7千円
  　資本的収入　                    　　　   150万円
  　資本的支出　               　　   1,423万4千円

12月会議

人権擁護委員候補者の推薦を同意

地域包括支援センターの
　介護支援専門員の資格定義を改正

国民健康保険特別会計補正予算
２,５００万円を増額

介護保険特別会計補正予算
１５万６千円を増額

特別養護老人ホーム事業会計補正予算
４６３万４千円を増額

後期高齢者医療特別会計補正予算
２８万３千円を増額

浄化槽点検業務を廃止する
　夷隅環境衛生組合規約の改正を可決

損害賠償の額を定めることについて報告

一般会計補正予算
１億４,２００万円を増額
　小学校空調設備工事費、障害者福祉事業介護
給付費、高速バス運行補助金、外国人技能実習
生受入経費繰出金などを追加し、総額を52億
6,571万9千円とする補正予算を可決しました。
（主な補正内容）
・小学校空調設備工事費　         　   6,707万円
・障害者福祉事業扶助費　　　   2,398万6千円
・高速バス運行補助金　             　　  576万円
・外国人技能実習生受入経費繰出金    450万円
・観光施設補修工事費　          　  366万2千円
　（中瀬遊歩道飛び石補修）

人権擁護委員
　市町村長が適任者を推薦し、法務大臣が
委嘱します。
　任期は１期３年で、人権思想の普及のた
めの啓発活動や相談などに応じています。

▶
大
多
喜
小
学
校

（
写
真
）
、
西
小

学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
が
進
め
ら

れ
ま
す
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村

　賢
一

１２月会議

諮問
第2号

人権擁護委員候補者の推薦について……人
権擁護委員のうち1名が平成31年3月31日
をもって任期満了となることから、後任者
を推薦することの意見を求めるもの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第50号

大多喜町地域包括支援センター設置条例の
一部を改正する条例の制定について……介
護保険法施行規則の改正に伴い、町地域包
括支援センター設置条例を改正するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第51号

夷隅環境衛生組合規約の一部を改正する規
約の制定に関する協議について……夷隅環
境衛生組合の行う事務から、浄化槽の点検
業務を廃止するための組合規約の改正につ
いて協議するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第52号

平成３０年度一般会計補正予算（第４号）
……小学校空調設備工事費、障害者福祉事
業扶助費、高速バス運行補助金などを追加
し、補正後の予算総額を52億6,571万9千
円とするもの。

可決 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第53号

平成３０年度国保特別会計補正予算（第２
号）……一般被保険者高額療養費を追加
し、補正後の予算総額を13億730万円とす
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第54号

平成３０年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）……保険料還付金を追加
し、補正後の予算総額を1億3,499万5千円
とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第55号

平成３０年度介護保険特別会計補正予算
（第２号）……総合事業高額介護予防サー
ビス費、需用費などを追加し、補正後の予
算総額を11億4,473万4千円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第56号

平成３０年度特別養護老人ホーム事業会計
補正予算（第２号）……歳入では一般会計
からの繰入金、歳出では備品購入費、施設
修繕料を追加するもの。
（補正後の予算総額は26ページをご覧く
ださい。）	 	 	 	

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠　（野村議長は採決に加わりません）
議席番号
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議案審議の流れ
議会ワンポイント解説 議会に提案される議案の審議の流れを紹介します。

議案は、議員も提出できますが、ここでは町長提出議案につ
いて説明します。

反対、賛成討論とも紙面の都合で要旨を掲載
しています。

□高速バス（品川便）運行補助
金について反対。

□３年連続で５,０００万円を超
える赤字補てんはダメ。 

□東京便の路線バスが補助金な
しで利用可能。

〇一般会計補正予算は、各事務事業
の必要な費用について計上されて
いる。

〇運行実績により補助するもの。支
払わなければ、町の信用にかかわ
る。

〇利用者が伸びている。学生も１０
名の方が利用。

〇しっかりとした運行計画を作り、
走らせることが町のためになる。

　法律の改正などに伴う条例改正や新年度予算、補正予算な
ど町長が議案を提出します。

▼

▼

▼

▼

　議員が採決の前に、議案に対して
反対または賛成の意見を述べます。

　議案の提出者が提案理由や内容の説明を行います。
（主に所属長が説明）

　議長は、出席議員に議案に対する賛成、
反対の意思表示を求めます。

　議員が提案理由や議案の内容などについて疑問な点、不明
な点を問いただします。
　新年度予算や決算認定は、議案審議前に総務文教、福祉経済
合同の常任委員会を開催し、担当課から詳細説明を受けます。

討 論
平成３０年度一般会計補正予算議案第５２号

反　対 賛　成

①議案の上程

④討　論

②提案理由の説明

⑤採　決

③議案審議
 （質疑）

広報おおたき No.605　H31.1.24 28



質　問　議　員 質　問　事　項

麻
あ そ う

生　　 剛
たけし

１．大多喜ダム跡地について
２．西中学校跡地について
３．姉妹都市クエルナバカ市との交流について

渡
わたなべ

辺 　 善
よ し お

男
１．創業支援施策の拡充について
２．攻めの地域づくりについて

山
や ま だ

田 　 久
ひ さ こ

子

１．分収林の活用、取り扱いについて
２．乳がんを早期発見するための取り組みについて
３．大多喜町ポイ捨て行為の防止に関する条例（マナー条例）制定につ
　　いて

根
ね も と

本 　 年
と し お

生

１．若者の住宅供給施策について
２．高速バスを利用した定住化に向けた施策について
３．特別養護老人ホームの誘致について
４．夷隅川フィッシングパークの現在の状況と今後の方針について

野
の な か

中 　 眞
ま ゆ み

弓
１．子どもの医療費助成を高校３年生まで拡大することについて
２．自立的地域循環型経済の推進について
３．学校給食運営について

質　問　議　員 質　問　事　項

吉
よ し の

野 　 僖
き い ち

一 １．町有財産の維持管理、活用等について

志
し せ き

関 武
む ら お

良 夫
１．大多喜町の将来像と環境整備について 
２．未婚者に対する協力について

町　政　を　問　う
一 般 質 問（１２ 月 会 議 ）

　一般質問は町政全般について希望する議員が行うもので、制限時間は1時間以内です。
　質問の順番は受付順となっています。
　質問、答弁の概要を30ページから36ページに掲載してありますが、質問、答弁時間が40分程
度の場合は1/2ページ掲載としています。

１２月４日登壇者

１２月５日登壇者
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問 姉
妹
都
市
ク
エ
ル
ナ
バ
カ

市
と
の
交
流
に
つ
い
て

問問

問

問 問

西
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て

▲大多喜中学校と統合
　した西中学校

▲姉妹都市クエルナバカ市との
　協定書（昭和53年８月）

教
育
課
長

教
育
課
長

麻 生 　 剛 　議 員

企
画
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

問　創業支援施策の拡充と攻めの地域づくりについて。
答　現行の創業支援事業の見直しを行いたい。

姉
妹
都
市
ク
エ
ル
ナ
バ
カ

市
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

今
後
具
体
的
計
画
が
ど
の
よ
う
な

経
緯
内
容
で
行
わ
れ
る
の
か
。

今
後
の
姉
妹
都

市
交
流
は
、
国

際
交
流
協
会
や
各
種
団
体
と
と
も

に
、
日
墨
協
会
や
在
メ
キ
シ
コ
日

本
国
大
使
館
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
行
政
だ
け
で
な
く

民
間
と
の
交
流
が
大
切
で
あ
り
、

来
年
度
は
メ
キ
シ
コ
友
好
記
念
碑

の
設
置
を
予
定
し
、
２
０
２
０
年

に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
外
国
人
観
光
客
に
配
慮
し

た
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

大
多
喜
ダ
ム
の
現
状
の
跡

地
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
り
、
活
用
策
に
つ
い

て
今
ま
で
ど
う
考
え
、
実
行
し
て

き
た
の
か
。

大
多
喜
ダ
ム
建
設

事
業
の
中
止
決
定

後
、
沢
山
川
周
辺
対
策
協
議
会
が

発
足
し
、
地
元
か
ら
出
さ
れ
て
い

た
要
望
事
項
に
対
す
る
対
応
方
針

等
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
跡
地
活
用
計
画

に
つ
い
て
決
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
協
議
会
の
中
で
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
状
に
お
い
て
は
塩
づ
け

で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
い
つ
ま
で
に
新
た
な
る
生
き

る
財
産
と
し
て
町
民
に
呈
示
し
て

実
行
す
る
の
か
。

跡
地
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
が
所
有
し
て

い
ま
す
が
、
何
ら
か
の
形
で
活
か

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
努
力
す
る
こ
と
は

必
要
で
、
県
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

長
い
歴
史
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
終
止
符
を
打
っ
た
西

中
学
校
。
現
状
の
姿
は
ど
う
な
の

か
、
管
理
状
況
は
一
体
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

校
舎
等
に
つ
い
て

は
、
校
内
の
清

掃
、
備
品
の
整
理
等
を
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
敷
地
周
辺
は
、
除
草
、
草

刈
り
を
定
期
的
に
行
い
管
理
し
て

い
ま
す
。今

後
の
利
用
状
況
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
声
は
ど
の
よ
う

に
収
集
、
集
約
を
図
っ
て
い
る
の

か
。

町
が
避
難
所
等
で

使
用
す
る
以
外

は
、
千
葉
県
か
ら
設
置
計
画
が
承

認
さ
れ
れ
ば
、
三
育
中
学
校
が
平

成
32
年
４
月
開
校
と
な
り
ま
す
。

問　大多喜ダム跡地を生きる財産に。
答　活用できるよう県と協議していきたい。

　

地
元
住
民
の
声
の
収
集
な
ど
に

つ
い
て
は
、
三
育
中
学
校
の
設
置

計
画
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
は
、

町
民
か
ら
の
意
見
を
考
慮
し
た
活

用
方
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
、
町
民
か
ら
意
見
を
募
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

三
育
学
院
と
い
う
名
前
が

先
行
し
て
い
る
。
公
共
用

地
は
公
募
と
い
う
形
を
と
り
、
何

が
一
番
適
し
て
い
る
の
か
を
問
う

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

小
中
学
校
の
統
合

に
よ
り
、
廃
校
と

な
っ
た
学
校
の
有
効
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
育
中
学
校
が
誘
致
で
き
れ

ば
、
中
学
校
に
賑
わ
い
が
戻
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
や
大
多
喜
中
学

校
生
徒
と
の
交
流
が
期
待
で
き
、

効
果
も
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

町
　長
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問

問

問

問問

問 企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
内
事
業
所
及
び
事
業
者

の
重
要
性
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

中
小
企
業
庁

の
調
査
で

は
、
小
規
模
事
業
者
の
約
70
％
が

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
て
い
る
と
さ
れ
、
本
町
で

も
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
の
協
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
白
書
で
は
、

中
小
企
業
及
び
小
規
模
事
業
者

は
企
業
全
体
の
９
９
．
7
％
を
占

め
、
雇
用
の
約
70
％
を
生
み
出
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
小
規
模
事
業
者
を
含
む

す
べ
て
の
事
業
者
が
、
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　創業支援施策の拡充と攻めの地域づくりについて。
答　現行の創業支援事業の見直しを行いたい。

創
業
者
と
廃
業
者
の
実
態

は
ど
う
推
移
し
て
い
る
の

か
。

町
商
工
会
資

料
で
は
、
創

業
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
、
28

年
度
、
29
年
度
と
も
毎
年
２
件
、

廃
業
は
平
成
27
年
度
２
件
、
28
年

度
６
件
、
29
年
度
７
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。現

行
の
創
業
支
援
策
の
要

件
を
緩
和
し
た
上
で
、
予

算
額
も
増
額
し
て
、
積
極
的
に
推

進
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

平
成
29
年
度

か
ら
町
単
独

事
業
と
し
て
、
新
た
に
事
業
を
起

こ
す
個
人
に
75
万
円
を
上
限
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
補
助
対
象
と
な
る
地
域

や
補
助
対
象
者
の
要
件
等
に
つ
い

て
、
事
業
実
績
等
を
考
慮
し
制
度

の
見
直
し
を
行
い
た
い
。

地
域
の
特
色
、
特
性
を
活

か
し
た
地
域
ご
と
の
整
備

計
画
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
を
定
め
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

渡 辺 善 男   議 員

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
は
、
地
域
性

や
慣
習
、
様
々
な
資
源
が
あ
り
ま

す
。

　

大
多
喜
町
第
３
次
総
合
計
画
の

基
本
構
想
で
は
、
土
地
利
用
構
想

と
し
て
６
つ
の
地
域
特
性
を
活
か

し
た
土
地
利
用
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
ご
と
の
特
性
と
土
地
利
用

構
想
に
合
わ
せ
た
整
備
計
画
は
、

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。　

　
地
域
ご
と
に
、
そ
こ
で
暮

ら
す
住
民
と
共
有
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
テ
ー
マ
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
は
、

継
続
的
に
地
域
の

様
々
な
人
を
巻
き
込
ん
で
展
開
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
人
た
ち
の

考
え
方
を
集
約
し
、
目
指
す
方
向

性
を
描
き
、
地
域
に
暮
ら
す
人
た

ち
の
夢
や
希
望
と
し
て
共
有
す
る

た
め
、
地
域
づ
く
り
の
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

財
源
確
保
の
た
め
、
国
、

県
等
の
施
策
活
用
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

各
種
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
国
、

県
等
の
交
付
金
や
補
助
金
に
よ
る

財
源
確
保
に
当
た
る
こ
と
は
、
行

財
政
運
営
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。

　

事
業
推
進
に
あ
た
り
、
地
域
の

意
見
や
関
係
機
関
と
の
意
見
調
整

等
を
図
り
、
国
、
県
等
の
施
策
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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ポ
イ
捨
て
行
為
の
防
止

に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

問問

問

問

問

町
分
収
林
の
活
用
、
取
り

扱
い
に
つ
い
て

▶
筒
森
地
先
の
分
収
林

 

（
学
校
部
分
林
）

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

問　町道（オリブ進入路）の拡幅工事について。
答　拡幅に向けて計画的に進めていきたい。

乳
が
ん
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
は
、
早
期
の
発
見
と

治
療
が
重
要
。
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

解
説
さ
れ
た
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
乳
が

ん
検
診
の
受

診
者
全
員
に
自
己
検
診
の
方
法
に

つ
い
て
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
自

己
検
診
の
習
慣
化
に
つ
な
が
り
、

乳
が
ん
の
発
見
に
効
果
的
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、
配
布
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

浴
室
の
壁
な
ど
に
貼
れ
る

乳
が
ん
自
己
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
配
布
対
象
、
配
布
方
法

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
若
い

世
代
へ
の
対
応
方
法
は
。

検
診
会
場
に

来
た
方
に
、

問　浴室に貼れる乳がん自己検診シートの配布を。
答　検診会場での配布を予定したい。

自
己
検
診
方
法
を
指
導
し
た
上
で

配
布
と
し
た
い
。

　

若
い
世
代
へ
は
、
標
準
的
健
診

な
ど
各
事
業
で
の
配
布
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

山 田 久 子 　議員

町

※

分
収
林
の
種
類
、
目

的
、
場
所
、
面
積
と
分
収

率
を
伺
う
。
ま
た
、
中
学
校
統
合

後
の
大
多
喜
中
学
校
で
分
収
費
の

利
用
は
可
能
か
。
何
に
使
う
事
が

で
き
る
の
か
。

分
収
林
の
契

約
書
に
よ
る

と
、
種
類
は
学
校
部
分
林
、
目
的

は
老
川
村
立
老
川
中
学
校
の
た
め

に
使
用
す
る
事
、
場
所
は
大
多
喜

町
筒
森
地
先
、
面
積
は
２
．
０
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
分
収
率
は
国
２
、

町
８
と
な
り
ま
す
。

　

契
約
当
時
の
中
学
校
が
現
在
な

い
た
め
千
葉
森
林
管
理
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
伐
採
し
た
場

合
の
収
益
は
大
多
喜
中
学
校
の
た

め
だ
け
に
活
用
で
き
、
用
途
に
つ

い
て
特
に
制
限
は
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

学
校
部
分
林
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い

く
考
え
か
。
伐
採
の
判
断
を
す
る

の
は
誰
か
。
伐
採
時
の
事
業
執
行

者
や
費
用
負
担
者
は
誰
か
。

学
校
部
分
林

の
契
約
期
間

は
昭
和
26
年
２
月
20
日
か
ら
平
成

33
年
２
月
19
日
ま
で
と
な
り
、
契

約
延
長
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

伐
採
す
る
の
か
契
約
を
延
長
す

る
の
か
は
、
町
有
林
管
理
委
員
会

の
意
見
を
聞
き
決
め
た
い
。

　

伐
採
の
判
断
は
町
が
行
い
、
事

業
執
行
者
及
び
費
用
負
担
は
国

（
千
葉
森
林
管
理
事
務
所
）
と
な

り
ま
す
。

町
民
の
生
活
環
境
の
向
上

や
観
光
の
町
の
イ
メ
ー
ジ

の
た
め
に
も
、
ポ
イ
捨
て
行
為
の

防
止
に
関
す
る
条
例
（
マ
ナ
ー
条

例
）
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

ポ
イ
捨
て
行

為
に
特
化
し

た
条
例
の
制
定
や
既
存
の
環
境
保

全
条
例
の
改
正
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

内
容
を
精
査
し
、
町
の
実
情
に

あ
っ
た
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

環
境
水
道
課
長

※分収林とは
土地所有者と造林者が
異なり、両者が造林に
よる収益を分け合う契
約をした山林。
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問

問問

問

問

問

夷
隅
川
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
の
現
状
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て

若
者
の
住
宅
供
給
施
策
に

つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

誘
致
に
つ
い
て

▶
町
道
船
子
東
前
線

 

（
国
道
４
６
５
号
か
ら
オ
リ
ブ
方

　

面
に
向
か
う
町
道
）

▶
夷
隅
川
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

 

（
新
丁
）

町
が
土
地
を
用
意
し
て
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
誘

致
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
年
度
、
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
事
業
者
の
公
募
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
応
募
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
も
公
募
を

実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
建
設
予

定
地
の
提
案
も
事
業
所
選
定
の
審

査
基
準
と
な
り
ま
す
。

　

建
設
用
地
は
、
あ
る
程
度
の
面

積
を
要
す
る
な
ど
の
要
件
が
あ

り
、
用
地
の
確
保
は
難
し
い
面
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
募
の
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

健
康
福
祉
課
長

官
民
一
体
と
な
り
新
規
の

宅
地
開
発
事
業
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
。様

々
な
方
法
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、

現
状
で
は
小
規
模
な
宅
地
分
譲
に

よ
り
進
め
て
い
き
た
い
。

崖
を
背
負
っ
て
い
る
住
宅

地
を
守
る
た
め
、
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
説
明
会
を
開
催
し
、
事

業
の
推
進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

急
傾
斜
地
法
に
基

づ
く
急
傾
斜
地
崩

壊
防
止
工
事
の
事
業
主
体
は
千
葉

県
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
が
主
体

と
な
っ
て
説
明
会
を
実
施
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
急

傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
県
と
の
相
談
の
機
会
を

調
整
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

空
き
土
地
バ
ン
ク
を
創
設

し
て
、
住
宅
用
地
を
確
保

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

制
度
創
設
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
来
年
４
月
か
ら
の
実

施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

夷
隅
川
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
は
雑
草
が
繁
茂

し
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。　現

在
の
状
況
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

千
葉
県
か
ら

委
託
を
受
け
、

現
在
は
町
で
維
持
管
理
を
し
て
い

ま
す
が
、
十
分
な
管
理
が
で
き
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
県
と
協
議
を
し
な
が
ら

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

た
い
。

町
道
船
子
東
前
線
は
幅
員

が
狭
く
非
常
に
危
険
で

す
。
早
急
な
拡
幅
工
事
が
必
要
で

は
な
い
か
。

問　町道（オリブ進入路）の拡幅工事について。
答　拡幅に向けて計画的に進めていきたい。

町
道
船
子
東
前
線

に
つ
い
て
は
、
幅

員
が
狭
く
、
利
用
者
に
不
便
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。
拡
幅
の
道
路
線
形
等
も
決
定 根 本 年 生 　 議員

し
て
い
ま
す
が
、
一
部
区
間
で
用

地
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

や
、
継
続
中
の
他
の
路
線
の
道
路

改
良
工
事
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

広報おおたき No.605　H31.1.2433



問問

問

問問

問

自
立
的
地
域
循
環
型
経
済

の
推
進
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

昨
年
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
平
均
補
助
額
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
高
校
生
に
拡
大
し

た
場
合
に
要
す
る
費
用
は
ど
の
位

に
な
る
の
か
。

ひ
と
り
当
た

り
平
均
補
助

額
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

就
学
前
の
子
ど
も

２
万
７
７
０
０
円

　

小
学
生　

３
万
１
４
０
０
円

　

  

中
学
生　

１
万
８
４
０
０
円

　

ま
た
、
町
の
高
校
生
の
医
療

費
は
、
厚
生
労
働
省
資
料
か
ら

算
出
す
る
と
、
ひ
と
り
当
た
り
平

均
２
万
１
６
０
０
円
、
総
額
で
約

５
１
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

今
年
10
月
現
在
で
の
千
葉

県
下
及
び
近
隣
自
治
体
の

高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
無
償
化
の
実
施
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

問　高校３年生まで医療費助成を拡げてください。
答　現状の助成内容を継続としたい。

県
内
54
市
町

村
中
17
市
町

村
で
実
施
し
、
完
全
無
償
化
を

行
っ
て
い
る
の
は
７
市
町
村
と
な

り
ま
す
。

　

夷
隅
郡
市
で
は
、
２
つ
の
市
町

で
一
部
負
担
を
伴
っ
た
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
は
一
般
的
に
下
の

年
齢
層
よ
り
行
政
の
負
担

は
低
い
と
言
わ
れ
る
。
本
町
で
も

高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費
助
成
を

拡
充
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

中
学
生
以
下

の
医
療
費
の

助
成
は
、
県
内
全
て
の
市
町
村
で

実
施
し
、
所
得
制
限
や
自
己
負
担

金
を
徴
収
し
て
い
る
市
町
村
が
あ

る
な
か
、
本
町
は
自
己
負
担
金
も

所
得
制
限
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
助
成
内
容
は
、
県
内
市

町
村
と
比
較
し
て
も
平
均
的
な
レ

ベ
ル
以
上
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
現
状
の
助
成
内
容
の
継
続
と

し
た
い
。

野 中 眞 弓 　議員

町
経
済
振
興
の
決
め
手
で

あ
る
小
規
模
企
業
支
援
を

循
環
的
、
継
続
的
に
進
め
る
た
め

に
小
規
模
企
業
振
興
条
例
（
仮

称
）
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

こ
の
条
例
制

定
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
町
商
工
会
か
ら

も
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
者
の
振
興
に
関

し
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い

く
上
で
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
現

在
、
商
工
会
と
条
例
制
定
や
小
規

模
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
。

具
体
策
と
し
て
、
防
災
的

な
宅
地
の
排
水
溝
整
備
や

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
も
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
拡
充

し
て
は
ど
う
か
。住

宅
リ
フ
ォ
ー

ム
奨
励
金
は
、

住
宅
の
修
繕
・
改
築
等
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

宅
地
は
形
状
な
ど
様
々
な
状
況

が
考
え
ら
れ
、
奨
励
金
の
交
付
に

問　大塚山の維持管理について。
答　協定で対応できない維持管理は協議していきたい。

均
衡
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
個
人
の
所

有
、
財
産
で
あ
る
た
め
、
危
険
な

場
合
は
基
本
的
に
所
有
者
の
責
任

で
処
理
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
金
の
対
象
と
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
化
社
会
は
身
近
に
商

店
や
事
業
者
が
必
要
で
あ

る
。
店
舗
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
的
な
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
奨
励
金
は
個

人
住
宅
部
分
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で

対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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問問

問問

問

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
、

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

▲旧総元小学校（平成27年4月
　大多喜小学校と統合）

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

旧
上
瀑
小
学
校
、
旧
総
元

小
学
校
の
有
効
利
用
の
た

め
、
地
域
住
民
の
声
を
聴
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
。旧

上
瀑
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
利
用
し
て
い
る

た
め
、
活
用
で
き
る
範
囲
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

旧
総
元
小
学
校
は
、
地
元
区
等

で
構
成
す
る
団
体
に
維
持
管
理
を

し
て
い
た
だ
き
、
常
に
協
議
は
実

施
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

大
塚
山
（
三
条
）
農
村
公

園
の
道
路
舗
装
、
階
段
の

腐
食
の
修
繕
に
つ
い
て
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

大
塚
山
に
つ

い
て
は
、
地

元
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
県
営
中

山
間
整
備
事
業
で
、
管
理
用
道

路
、
丸
太
の
階
段
、
砂
利
の
敷
設

な
ど
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
「
施
設
の
維
持
管
理
等

に
関
す
る
協
定
」
を
町
と
地
元
区

で
締
結
し
、
草
刈
り
や
軽
微
な
補

修
は
地
元
が
行
い
、
経
費
も
負
担

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
道
等
補
修
に
つ
い
て
は
、
現

地
確
認
を
し
、
地
元
区
と
協
議
し

対
応
し
た
い
。

大
塚
山
農
村
公
園
の
設
置

管
理
等
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
、
町
が
管
理
す
る
考
え
が

な
い
の
か
。

問　大塚山の維持管理について。
答　協定で対応できない維持管理は協議していきたい。

吉 野 僖 一 　 議員

中
山
間
整
備

事
業
が
実
施

さ
れ
る
以
前
か
ら
地
元
区
が
整
備

を
進
め
て
き
た
中
で
、
町
も
要
望

を
受
け
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
現
在
は
設
置
管
理
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
地
元
区
と
の
協
定
で
対

応
で
き
な
い
維
持
管
理
は
必
要
に

応
じ
協
議
し
て
い
き
た
い
。

管
理
道
路
は
半
分
が
砂
利

道
と
な
っ
て
い
る
。
大
雨

が
降
る
と
砕
石
が
流
れ
て
し
ま
い

維
持
管
理
が
大
変
。
町
道
に
認
定

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

町
道
認
定
基
準
と

し
て
、
私
有
地
が

な
く
幅
員
が
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ

と
、
他
市
町
村
と
の
連
絡
道
路
、

集
落
内
の
連
絡
道
路
で
あ
る
こ
と

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
は
担
当
課
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。地

籍
調
査
の
進
捗
状
況
と

事
業
計
画
の
見
直
し
が
で

き
な
い
か
。

地
籍
調
査
は
、
平

成
５
年
度
か
ら
着

手
し
、
平
成
29
年
度
末
の
実
施
済

み
面
積
は
１
９
．８
２
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
実
施
率
１
８
．5
％

と
な
り
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
27

年
度
策
定
し
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
の
高
齢
化
の
た
め

土
地
の
境
界
が
分
か
ら
な
く
な
る

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
早
く
実
施

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
は
分
か
り

ま
す
が
、
現
在
の
事
業
計
画
に
基

づ
き
進
め
て
い
き
た
い
。

▲頂上付近の木製の階段 ▲大塚山頂上に向かう林道
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次回の議会定例会は３月５日（火）午前１０時から
開会する予定です。

どなたでも傍聴できます。
傍聴を希望される方は
議会事務局までお越しください。

◀傍聴席から見た議場
　右側…議員席
　左側後列中央…議長席
　左側前列手前…町長、副町長、教育長、
　代表監査委員席
　左側奥…所属長席
　手前中央…傍聴される方への音響設備
　　　　    （スピーカー）

問

問 未
婚
者
へ
の
協
力

に
つ
い
て

問企
画
課
長

企
画
課
長

総
合
計
画
で
計

画
し
た
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
て

い
く
た
め
、
若
い
人
た

ち
が
住
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

　
　
　
　

 

第
３
次
総

合
計
画
基

本
構
想
の
実
現
に
向
け
、

住
民
意
識
調
査
等
の
結

果
を
踏
ま
え
、
若
者
世

代
の
意
識
と
し
て
重
要

度
が
高
く
、
満
足
度
の

低
い
取
り
組
み
を
重
点

に
、
様
々
な
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　

志関武良夫　議員

若
い
人
た
ち
が

住
み
や
す
い
環

境
と
し
て
、
家
族
で

気
軽
に
散
策
で
き
、
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
公
園

な
ど
も
必
要
と
考
え
る

が
。　

　

現
在
、
町

内
へ
民
間

活
力
を
導
入
し
た
娯
楽

施
設
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク

的
な
施
設
の
建
設
に
向

け
た
提
案
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、
町
で
も
で
き

る
範
囲
の
支
援
等
に
よ

り
、
誘
致
を
図
っ
て
い

き
た
い
。 

　

公
園
等
の
自
然
環
境

施
設
は
、
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
等
踏
ま
え
、
模
索

し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
本
町
で

35
歳
か
ら
55
歳

ま
で
の
未
婚
者
は
何
名

位
い
る
の
か
。
未
婚
者

に
町
は
ど
の
よ
う
な
協

力
を
し
て
い
る
の
か
。

未
婚
者

の
人
数

は
、
平
成
27
年
実
施
の

国
勢
調
査
で
は
５
４
７

名
と
な
り
ま
す
。

　

協
力
体
制
と
し
て

は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
青
年
サ
ー
ク
ル
の

立
ち
上
げ
、
ま
た
、
昨

年
度
か
ら
結
婚
相
談
員

で
も
あ
る
民
生
委
員
と

共
同
で
お
見
合
い
形
式

の
結
婚
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　

若
い
人
た
ち
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
。

答　

民
間
活
力
を
導
入
し
た
施
設
誘
致
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
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議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその
後どうなったのか・・・対応を追跡します。

修繕工事は、屋根と外壁の洗浄及び塗装、軒樋の付替え等
を平成３０年１１月２８日に完了しました。その後

味の研修館の屋根、塗装等の修繕について
（平成２９年３月会議）質　問

平成２９年度に修繕工事設計業務が完了しましたので、平
成３０年度に屋根、外壁の修繕工事を実施する予定です。答　弁

追跡追跡あの質問どうなったの？

編集後記
　新たな年を迎え、議会報も皆様により見やすく、また、親しみやすくするため紙面構成に
工夫をこらしてみました。
　議会の活動をより元気に、そして皆様の声が届きますよう議員一同努力してまいりますの
で、引き続きご支援、ご協力よろしくお願い申し上げます。

議会報編集委員会

議会だよりの読後感想など皆様からのご意見をお待ちしています。
大多喜町議会事務局　〒２９８－０２９２　大多喜町大多喜９３番地
　☎０４７０－８２－２１８２　 ＦＡＸ ０４７０－８２－４４６１
　Ｅ-mail  gikai@town.otaki.lg.jp
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大
多
喜
中
学
校

大
多
喜
町
役
場

オリブ

城見ヶ丘

上総中川
国吉
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第２中継所

走路進行方向 ９：２５～９：４０まで
通行止め。船子交差点
へ行けません。
➡矢印の方向へ迂回。
国吉方面から来るお車は、
平林建設さん前で右折をお願いします。

平林建設

アスカ佛商

いすみ鉄道

スタート

すき家

イエローハット
ウエルシア

中央
国際高

御宿町役場

ゴール

船子交差点
９：２５～９：４０まで
国吉方面へ進入
できません。 山田交差点

御宿町上布施交差点

船
子
交
差
点

ギャラリー

第44回夷隅郡市一周駅伝大会（ロドリゴ駅伝）
コースのお知らせと交通規制のお願い

《２月１１日（月）午前９時３０分ウエルシア大多喜船子店前　一斉スタート》
先導車から最後尾の大会使用車両の間には一般車両が進入できませんのでご協力をお願いします。

１区　3,700ｍ ウエルシア大多喜船子店前（スタート）
２区　3,700ｍ 狩野正信生誕碑前
３区　3,130ｍ  山田　蓮福寺付近
４区　3,450ｍ 山田尾骨神社手前
５区　2,700ｍ 伊藤農機先広場
６区　2,500ｍ 旧道トンネル出口

ゴール 御宿町役場付近
総走行距離　19,180ｍ

「雪化粧」
大多喜写真同好会

山口　尹子　さん（平沢）

広報おおたき No.605　H31.1.24 38

編
集
・
発
行
/大
多
喜
町
役
場
　
〠
298-0292

千
葉
県
夷
隅
郡
大
多
喜
町
大
多
喜
93

☎
0470-82-2111／

E-m
ail:info@

tow
n.otaki.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.otaki.chiba.jp

 「声
の

広
報

」
広

報
紙

の
録

音
Ｃ

Ｄ
は

役
場

健
康

福
祉

課
・

図
書

館
・

西
畑

出
張

所
・

老
川

出
張

所
・

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
無

料
配

布
し

て
い

ま
す

。

災
害

情
報

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
町

公
式

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
ア

プ
リ

「
マ

チ
イ

ロ
」

大
多

喜
町

Y
outube


